
 

・昼の部 ペアチケット４０人分の在庫あります 

・夜の部 ペアチケット９０人分の在庫あります 

・須坂・中野・飯山では目標の１００名を超えま 

 した 

 

 広く声をかけて、参加者を広げましょう 

戦 後 生 ま れ の 学 習 の 場 

 １１月２２日にちひろ公演の台本を書いた朱海青さんと一緒に長野市内の組合書記局にお邪魔して、公

演の内容や見所のお話をしました。 

 １００年前に生まれて戦争をくぐって来たいわさきちひろさんが絵に込めた思いは「戦争は、もうこりご

り。子どもたちに戦争の犠牲をかけてはいけない」です。戦後生まれの私としては「戦争は、いけない」で

す。 

 職場や地域では「憲法９条を守れ、自衛隊を人助け集団から戦争をさせられる集団にしてはいけない」が

世論になりつつありますが、その前提となる「戦争は、いけない」がまだ若い人の文化になりきっていない 

と感じています。 

 今回のちひろ公演は、単に「年配者の楽しみ」だけでなく、戦争を知らない私にとっては「なぜ戦争はい

けないのか」の学習の場でもあると思います。 

 ちひろさんの「戦争は、こりごり」の思いを少しでも受け継いでいきたいと思います。 

笑 い と 涙 で 楽 し ん で 

 劇は、戦争に加担させられてきた絵描きたちの戦後の若者群像という現代劇ですが、笑いと涙の劇になっ

ていて、１２日から始まった公演で実証されているので、ぜひ楽しんで下さい（朱さんの話）です。 

 ２５日の信毎１面に「国策紙芝居によって、国民を戦争体制に駆り立てるだけでなく、画家、教員、僧侶、

地区役員を戦争に協力させた」と掲載されています。（次項） 

まだまだ２．５倍の奮闘を  

 １１月２２日現在、１００

０人の目標に対して、まだ４

００名の状況で、チケットの

販売が遅れています。 

 長野公演は平日のため、昼

の部だけでなく、働いている

人にも観て頂こうと夜の部

も設けていますので、あと２

週間ですが、チケットを広め

て下さい。 

                                

実行委員会事務局 

戸澤一雄記 

                        前列左から善明、朱、鵜山、ちひろ、小原  

・２０人乗りバスは、飯山 → 中野 → ホクト文化ホール です。 

・１２月６日（木）NHKイブニング信州18:10～19:00の中でちひろ公演が紹介されます。 

ちひろ公演ニュース 
 ２０１８．１１．２６  ＮＯ．３ 

 

前進座「ちひろ」長野公演実行委員会 

電話 ０２６-２２４－８６８６ 



 


